
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

             
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

           
 

 
 

 
 

        
 

      
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

●市議会議員(教育民生常任委員) 
●自宅/庄原市水越町５９８ 

さ
ま
ざ
ま
な 

生
活
相
談
に 

無
料
で
と
り
く
ん
で
い
ま
す  

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い 

 

 

あなたも しんぶん赤旗を 
ぜひ お読みください 
日曜版は 月 800 円です 

 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
藤
木
く
に
あ
き 

で
検
索
し
て
下
さ
い 

 

事
件
の
発
端
は
、
2007
年
６
月
、
東
城
水
道
係
が
持
っ
て
い
た
古
い
発
電
機
が
故
障
し
た
た
め
、
土
居

被
告
が
、
新
品
の
発
電
機
を
、
東
城
川
西
浄
水
場
の
送
水
ポ
ン
プ
制
御
盤
等
の
工
事
を
受
注
（
受
注
額

約
2720
万
円
）
し
て
い
た
㈱
山
産
へ
購
入
さ
せ
、
無
償
で
提
供
さ
せ
た
違
法
行
為
を
、
上
司
で
あ
る
東
城

水
道
係
長
が
、
黙
認
し
た
こ
と
で
し
た
。 

 

そ
こ
で
、
土
居
被
告
は
、
2007
年
11
月
、
㈱
山
産
備
北
営
業
所
長
ら
と
共
謀
し
て
、
必
要
の
な
い
追

加
工
事
（
約
160
万
円
の
追
加
工
事
に
、
約
520
万
円
を
水
増
し
）
の
市
長
決
裁
を
得
て
、
2008
年
２
月
、

約
520
万
円
の
公
金
を
詐
取
し
、
見
返
り
に
パ
ソ
コ
ン
や
カ
メ
ラ
等
約
50
点
620
万
円
相
当
の
物
品
を
、

㈱
山
産
か
ら
受
け
と
る
に
至
っ
た
と
い
う
の
で
す
。 

 

そ
の
間
に
は
、
発
電
機
の
無
償
提
供
の
阻
止
、
追
加
工
事
の
必
要
性
と
内
容
の
チ
ェ
ッ
ク
、
完
成
検

査
で
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
、
不
正
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
止
め
さ
せ
る
機
会
が
何
回
も
あ
り
ま
し
た
。 

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
然
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
な
か
っ
た
、
水
道
事
業
管
理
者
で
あ
る
市
長
、
水
道
局

長
、
東
城
水
道
係
長
の
管
理
、
監
督
責
任
は
重
大
で
あ
り
、
厳
正
な
懲
戒
処
分
を
早
急
に
お
こ
な
わ
せ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

事
件
の
概
要 

 

庄
原
市
水
道
事
業
東
城
水
道
係
の
土
居
被
告
が
、
受
注
者
の 

㈱
山
産
と
共
謀
し
、
市
の
水
道
事
業
か
ら
約
520
万
円
の
公
金
を
詐
取
し
、
土
居 

被
告
が
、
パ
ソ
コ
ン
や
カ
メ
ラ
な
ど
約
620
万
円
相
当
の
物
品
を
、
㈱
山
産
か
ら 

受
け
と
っ
て
い
た
と
す
る
事
件
で
す
。
2009
年
７
月
に
発
覚
し
ま
し
た
。
土
居
被 

告
は
、
懲
戒
免
職
処
分
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

共
謀
し
た
、
㈱
山
産 

吉
屋 

隆 

備
北
営
業
所
長
ら
は
、
庄
原
市
水
道
事
業
管 

 

理
者
で
あ
る
庄
原
市
長
が
、
「
水
道
事
業
の
職
員
が
、
受
注
者
に
要
求
し
て
起
こ 

し
た
事
件
だ
」
と
し
て
、
告
発
し
な
か
っ
た
た
め
、
不
当
に
も
、
不
起
訴
処
分
に 

な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
㈱
山
産
は
、
今
後
、
庄
原
市
水
道
事
業
の
入
札
に
参 

加
さ
せ
な
い
処
分
を
お
こ
な
う
と
し
て
い
ま
す
。 

 

 

同
時
に
、
事
件
の
背
景
を
全
て
明
ら
か
に
さ
せ
、
具
体
的
な
再
発
防
止
策
を
お
こ
な
わ
せ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、
そ
の
た
め
に
、
具
体
的
な
提
案
、
追
及
を
お
こ
な
い
、
全
力
を
つ
く
し
て

い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

裏
面
に
続
き
ま
す
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① 
水
道
事
業
管
理
者
で
あ
る
市
長
、
水
道
局
長
、
東
城
水
道
係
長
の
厳
正
な
懲
戒
処
分
を
お
こ
な
わ
せ
る
。 

② 
水
道
事
業
管
理
者
で
あ
る
市
長
の
知
り
え
た
情
報
、
事
件
の
真
相
を
全
て
明
ら
か
に
さ
せ
る
。 

③ 

市
長
を
先
頭
に
、
市
民
に
奉
仕
す
る
公
務
員
の
職
務
へ
の
自
覚
を
醸
成
し
、
徹
底
さ
せ
る
。 

④ 

当
然
の
チ
ェ
ッ
ク
を
き
ち
ん
と
お
こ
な
わ
せ
る
。 

⑤ 

水
道
技
術
管
理
者
、
水
道
布
設
工
事
監
督
者
の
資
格
を
持
つ
水
道
事
業
の
職
員
を
計
画
的
に
養
成
さ
せ
る
。 

⑥ 

不
当
な
要
求
が
あ
っ
た
場
合
、
水
道
事
業
管
理
者
で
あ
る
市
長
と
警
察
に
告
発
す
る
こ
と
を
、
受
注
者
に 

契
約
書
で
義
務
づ
け
さ
せ
、
受
注
者
の
責
任
を
明
確
に
さ
せ
る
。 

 

市
道
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
生
れ
よ
う
と
考
え
て
生
れ
て
き
た
人
は
一
人
も
い
ま
せ
ん
。
同
じ
市
民
と
し
て
、
各
世
帯

に
通
じ
る
、
唯
一
の
生
活
道
は
、
全
て
市
道
に
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
当
面
、
改
良
、
舗
装
の
助
成
割
合
を
、
現
行
の
40
％

か
ら
90
％
程
度
に
引
き
上
げ
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
市
長
は
、
「
そ
う
い
う
見
直
し
は
考
え
て
い
な
い
」
と
、
冷
た
い
答
弁
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。 

解
説 

 
 

こ
の
請
願
は
、
庄
原
民
主
商
工
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
も
の
で
、
経
済
不
況
の
も
と
で
、
住
宅
、
店
舗 

 
 

 
 

の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
地
元
の
業
者
に
お
こ
な
っ
て
も
ら
う
場
合
、
一
件
当
た
り
、
10
万
円
か
ら
50
万
円 

程
度
を
上
限
に
助
成
す
る
と
い
う
制
度
の
創
設
を
求
め
た
も
の
で
す
。 

す
で
に
、
全
国
の
自
治
体
で
制
度
化
さ
れ
て
き
て
お
り
、
地
元
の
大
工
さ
ん
な
ど
か
ら
も
、
住
民
の 

み
な
さ
ん
か
ら
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
隣
の
三
次
市
で
は
、
2004
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

私
た
ち
は
、
こ
の
制
度
の
一
日
も
早
い
実
現
に
全
力
を
つ
く
し
ま
す
。 

 
住宅、店舗等リフォーム助成制度の創設を求める請願 

 
 請願人  庄原民主商工会 会長 道下国政 
 紹介議員 藤木邦明 谷口隆明 
 
 請願項目 住宅、店舗等リフォーム助成制度を創設すること 
  
 請願の要旨 
 
  政府は、「景気底入れ」を宣言しましたが、市民の実感とは乖 

離しています。 
  庄原市においても建築確認審査の厳格化や、住宅瑕疵担保法 
 の実施などもあり、新築住宅着工件数の減少によって市内の建 

築関連業者の仕事確保は困難になっています。 
 現在、庄原市民がリフォームに利用できる助成制度はいくつ 
かありますが、条件がきびしく、市民のニーズに十分応えるも 
のとはいえません。 
 地元業者に発注することを条件とした住宅、店舗等のリフォ 
ーム助成制度導入は、建築関連業者の仕事確保とともに、疲弊 
しつつある庄原市経済を活性化させる一助になります。 
 住宅、店舗等リフォーム助成制度は波及効果の大きいことが 
確認され、隣の三次市では昨年度復活し、今年度は 2,200 万円 
の予算が計上されましたが、すでに消化しきっており、その波 
及効果は予算額の 25 倍以上となり、業者のみならず、市民から 
も歓迎されました。 
 庄原市においても財政状況の厳しい中ではありますが、優先 
順位に配慮しつつ、住宅、店舗等リフォーム助成制度を創設さ 
れることを求めます。 
                 平成 21 年 8 月 28 日 

  

表
面
か
ら
の
続
き
で
す
。 


